
こたえ

1: (1) （100＋3）×4＝400＋12＝412　(2) （100＋2）×5＝500＋10＝510　

(3) （100＋2）×6＝600＋12＝612　(4) （100＋2）×9＝900＋18＝918　

(5) （200−1）×5＝1000−5＝995　(6) （200＋1）×9＝1800＋9＝1809　

(7) （6＋4）×12＝10×12＝120　(8) （5＋5）×15＝10×15＝150

みてあげる ところ

98×5 を（100−2）×5＝500−10 と 考えるように、（a−b）×c＝a×c−b×c の きまりを 使い

ます。

つぎの 1まい: 「計算のきまり まとめ」 (s4-72)

つぎの
1まい
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しょうがく4ねんせい ・ さんすう ・ s4-71

きまりを使うくふう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

式
計算のきまり

100に
近いかな？


